
資料① ウェルビーイグ指標について

SCI主催の自治体職員向けセミナーのワークショップ デジスマ部に依頼して会派で行ったワークショップ

SCIのホームページ内
ダッシュボードへの
二次元コード →

ＳＣＩ HPより



資料②ユースカウンシルについて

尼崎市ホームページより



UP to YOU第１期代表 原田伊織さんのFBより

こども・若者参画
及び意見反映専門委員会（第1回）令和5年7月10日（月）

委員会に提出された原田さんの資料→

３月７日 市民クラブ 岩田邦泰 代表質問資料

こども家庭庁HPより



CN困難と思われる部門ごとのカーボンニュートラルへの取り組みと課題
部門 個別の取り組み例 課題

消防・救急車両及び一般車両とも高価格化・稼働に制限あるため、

電動車導入実績はないが、一般車両はリース更新時に検討

電動救急車は通常の３倍くらいの価格。東京都に１台の実績のみ

一般車両主力の軽商用に電動車リースのラインアップはない

庁舎のZEB化を推進

→高台出張所がR8より運用開始予定。R6に設計２か所予定
訓練利用のため、屋根への太陽光発電設置はどうしても小さくなる

自家発電用燃料のCN化検討 ガスはCN化できるが重油等は難しい

消防ヘリのＣＮ燃料切り替えを検討 ＣＮジェット燃料（SAF）はまだ実験段階

教室への空調導入により使用電力は増加したものの、CN電力化

によりＣＯ２は低減
都市ガスなど燃料のCN化は今後要検討

新たな学校施設整備計画でZEBReady以上を推進 採光・庇・自然換気などは、効果やコストの見合いで実施を検討

中部浄化センター汚泥焼却炉など施設改修による消費電力削減
下水道施設ではメタン等、非エネルギー由来の温室効果ガスの対策も

必要だが、限度がある

施設への太陽光発電パネル設置
広大な施設もあり太陽光の導入可能性は高いが、企業会計であるため

投資できる金額に限度がある→PPA活用の検討

プラスチック製容器包装に関するリサイクルの推進 プラスチック製容器包装に関するリサイクル率向上

家庭ごみ（一般廃棄物）全般の排出量削減
一般廃棄物の製品プラスチック（硬質）の資源物回収は実証段階

本市を含めほとんどの自治体で焼却処分となっている

農林

水産

農：要件を満たす有機農業や化学肥料低減を行う農業者への

　　交付金の交付

　　農業パワーアップ支援事業実施

農・林・水：GX支援補助金交付

林：J-クレジット創出推進

有機栽培での病害虫対策や収穫量減懸念などでの課題

水田・用水路からのメタンなどの対策は手付かず

林業機械等の電化は困難。木材乾燥機は木質燃料化を研究

天竜材利用拡大への課題・クレジット販売スキーム確立

水産業へは機械設備以外の取り組みが不明瞭

※岩田がカーボンニュートラル推進事業本部鈴木副本部長と一緒に、聞き取りした内容のまとめ

消防

学校

上下

水道

環境部

資料③カーボンニュートラルについて



カーボンニュートラル推進事業本部調べ

全体は減少
廃棄物は

総量・構成比
とも増

廃棄物処理由来の温室効果ガス削減を行う必要がある。
家庭ごみ削減の他「清掃工場ごみ処理施設の低炭素化」「発生したCO2のe-fuel化」など新技術への投資が必要



入野古墳からの眺望

学習会の模様 葺石の露頭 周辺の急斜面

資料④ 入野古墳について



急斜面

葺
石
露
頭

眺望方向

入野協働センター文化財講座
「入野古墳を知る」資料より抜粋



入野協働センター文化財講座
「入野古墳を知る」資料より抜粋

天竜川西岸・浜松南部では唯一。
豪族が乱立せず、安定した地域
だった可能性を示すとのこと
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